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第19回　全日本カッター競技大会

日　　　時
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千葉県富浦湾
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日本放送協会
ディリースポーツ本社
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東　京　水　産　大　学

長　　　崎　　　大　　　学

日　　　本　　　大　　　学

防　　衛　　大　　学　　校

重　　　大　　　学

主管　　東　京　商　船　大　学
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第19回　全日本カ　ッ　ター

競技大会を迎えて

第19回　全日本カッター競技大会会長

東京商船大学長　小　　山　　正

(1

第19回全日本カッター競技大会開催にあたり､一言ご挨拶を申し上げますo

本日ここに､全国から関係各大学の選手諸君はじめ､関係者のご参加を得て､

房州富浦沖で開催のほこびになりました.誠に喜びにたえません｡

戟後三十年､日本は驚異的復興と発展をとげ､今や世界有数の経済大国とな

ると同時に､海運､水産､造船の各分野においても､世界一の大海洋国家でも

あることは､まざれもない事実でもあります｡しかし遺憾ながら､国民一般､

特に次代を担う青年の海-の意識と気迫は､往年と比較して必ずしも旺盛とは

云い難く､憂慮にたえなく思っている次第でありますo

O　　この枇当り､全国の海事関係大学の選手諸君が､大学の名誉をかけて､平

素のたくましい鍛練の成果を遺憾なく発揮し､互にあらん限りの闘魂をかたむ

けて､その勝利を競い合うことは､時節柄まことに有意義であります｡益々そ

の士気を鼓舞することにより､衷心よりその成功を祈ってやみません｡

なお､本大会を開催するにあたり､･ご好意とご援助を賜った関係各位に対し,

深甚なる謝意を衰する次第であります｡
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簿

組　㊨印主将　○印マネージャー
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名　簿

大　学

(註) @印主将　○印マネージャー

身長　体重　出身高

万　里

立姫路　兵　庫

鹿児島中央　鹿児島
玉　　　龍　鹿児島

湾　鹿児島

訟　山　南　愛　媛

鹿児島中央　鹿児島

身校　　出身地

169　　　60

175　　　62

170　　　66

167　　　60

173　　　68

171　　64

169　　　63

168　　　61

180　　　75

169　　　70

178　　　75
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172　　　68
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164　　48　県立松江高

170　　57　福　岡　高

172　　61　岐　阜　高

168　　60　県立天城高　岡　山

168　　51　関東六浦　神奈川
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(註) @印主将　○印マネージャー
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ク　ル　ー　名　簿

(註) ㊥印主将　○印マネージャー

出身校　　出身地

八　潮　高　東　京

小樽桜陽高　北海道
名古畳市史批高　愛　知

泉ケ丘高　官
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岐
岡
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台
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岐
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ク　ル

○印マネージャー

出身校　　出身地

鹿

宇和
読

玉

佐世

森

小

岩
【≡∃
日

鹿児島

(漁船運用学教授)

氏　　　　　名　　　身　長

雄　　169

167

162

治　　162

博　　178

泉　　171

司　　176

彦　　168

也　　170

173

一郎　　178

次　　175

智　　175

穂　　168

之　　183

長　　崎

顧問　柴

日

顧問

校　　出身地

静　岡

兵　庫

神奈川

東　京

日大第二　東　京

日大三島　静　岡

日大北海道　北海道

由良育英　鳥　取

日大神奈川　神奈川

神奈川

千　葉

東　京

山　口

山　口

神奈川

身　長

勝　　己　　176

平　　太　　168

春　　生　　170

智　　尚　　171

樽　　171

生　　165

公　　行　　166

雄一郎　　170

清　　170

幹　裕　　165

辰一郎　　173

崇　　順　　176

政　　美　　164

祥　　平　　178

敬　輔　163

本
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木
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口
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阪
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鈴
桑
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畑
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ク　ル･-　名　簿

学　校防　衛　大

(註) ㊥印主将　○印マネージャーl

崎
ケ崎第-

野

倉　南

舞

顧問　阿　部　洋　継(2海尉)

氏　　　　名　　　身　長

睦　　160

文　　175

徳　　170

明　　162

男　　169

年　　170

明　　176

之　　170

則　　180

優　　180

健　　176

津　　170

宗　　信　　174

正　　考　　168

龍　　也

裕

馬

博　文

料

童

顧問

出身池

愛　知

愛

身　長

165

164

176

168

173

166

172

176

174

178

175

183
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164
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一
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㌍
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鵬
謂
倉

益
丸
鉾
宇
大
八
大
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長
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東　京

顧問

商　船

(註) ㊥印主将　○印マネージャー

名　　　身　長

之　　165

169

樹　　162

文　　170

昭　　175

昭　　171

173

夫　　176

生　　179

勝　　173

晴　　169

隆　　165

史郎　　167

明　　165

た　る　　　165

聴　　172

出身校　　出身地

新

節

富　山

群　馬

川　西　北海道

MEMO
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過　去　の　成　績

回 僖霾�?｢�浄寛平 伜���ﾕ｢�優勝 �(犬�3位 

1 �3"綯�#2��東京 唐�東京水産大学 �8ﾈｹ顫I�I�Xｧr�神戸商船大学 

2 �32絣�#R��神戸 ����東京水産大学 ��X蝎�Xｧxﾕ｢�東京商船大学 

3 �3B綯縒�呉 免ﾂ�水産大学校 丶8�9]ｸ���Xｧxﾕ｢�東京水産大学 

4 �3R綯��R�横須賀 ����神戸商船大学 ��X蝎�Xｧxﾕ｢�海上保安大学校 

5 �3b絣�#��神戸 免ﾂ�東京水産大学 ��X蝎�Xｧxﾕ｢�三重県立大学 

6 ���3r絣�#r�館山 ����/ 東京商船大学 冉���Xｧxﾕ｢�水産大学校 

7 �3ゅR����呉 免ﾂ�東京水産大学 丶8�9]ｸ���Xｧxﾕ｢�神戸商船大学 

8 �3偵R����館山 免ﾂ�神戸商船大学 丶8�9]ｸ���Xｧxﾕ｢�東京商船大_学 

9 鼎�絣��b�神戸 免ﾂ�神戸商船大学 冉���Xｧxﾕ｢�水産大学校 

10 鼎�絣��R�横須賀 免ﾂ�海上保安大学校 冉���Xｧxﾕ｢�三重県立大学 

ll 鼎"絣��B�呉 免ﾂ�防衛大学校 丶8�9]ｸ���Xｧxﾕ｢�三重県立大学 

12 鼎2絣����館山 免ﾂ�防衛大学校 ���ｸⅹ�I�Xｧr�海上深安大学校 

13 鼎B絣�#2�呉 湯�防衛大学校 �8ﾈｹ顫I�I�Xｧr�海上保安大学校 

14 鼎R絣��r�館山 ��"�防衛大学校 �+xﾞ��Xｧr�海上保安大学校 

15 鼎b絣��b�亀轟 ��"�防衛大学校 ���ｸⅹ�I�Xｧr�鹿児島大学 

16 鼎r絣�#��横須賀 (所萄う革) (濃鳴巨 館山 (来む幅1 館山 (有髭敵船 ��2�防衛大学校 丶8�9]ｸ���Xｧxﾕ｢�神戸商船大学 

17 鼎ゅR�#����"�海上保安大学校 �8ﾈｹ��X蝎�Xｧr�東京商船大学 

18 19 鼎偵R����S�絣������2��"�長崎大学 丶8�9]ｸ���Xｧxﾕ｢�水産大学校 
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審　判　規　則

1.使用艇　　オール及びコースはレースの都度抽選により決定する｡

2.　スタート

(1)各艇は､指定の時刻､コース順に従い､スタートラインに整列する｡

(2) 5分前をマイクにより通達､スタートブイに着く｡ブイに着き用意が完

了したら､艇長は陸上審判員に手を挙げて合図する｡

(3)スタート用意:号笛短声連続､手旗2原画､号笛長一声手旗頭上より

一回転する｡

(4)スタート:頭上の手旗を垂直に振下すと同時に号笛を打つ｡

3.審判長､審判員がスタートを不完全と認めた場合には､直ちにレースを中

止せしめ､スタートラインに呼び返す｡諸信号､審判艇コース横断｡

4.スタートにおける号令前の飛出し､及び艇の事故によるスタートの遅速等

ほ2回で失格である｡スタートにおける遅速トグルをラダーに引っかけた場

合は艇の事故とは認められない｡

5.回頭は､左回頭(反時計回り)とする｡回頭は指定の回頭旗を回頭するも

のとし､他の回頭旗を回頭した場合､及び回頭旗に鹿又は､オールの一部で

も接触した場合は失格である｡

6.ゴール:艇首が規定のゴールラインに入った順序をもって順位とし､審

判員が判定する｡

7.同着の場合は追込艇の勝とする｡

8.ゴールイン時のスタートブイタッチは失格としない｡

9.各艇は自己のコースを航行し､もし誤って他の艇に接触その他不正行為が

あったと審判員の蔭めた時は失格とする｡

10.レース中のコースに於ける障害､自艇の故障等は他艇の不正な接触を除く

他各艇自らこれを忍ぶべきものとする｡

ll.レースに関する異議申立等は､すみやかに艇指揮がこれを行い､審判長が

裁決する｡

12.オールは予備2本を積み自由に使用してよい｡

13.補欠は2名以内自由に交替できる｡この項の含みとして､病人その他クル

ーの事故等については､審判長の判断を持つものとする｡

14.オールは流したままゴールインしても差支えないo
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コースの手引

本大会に使用される艇は長さ9 7n12人滑のカッターである.救命艇として使用されるものであるが
一般のそれは蘭梶同型であるのに対し､腕を切落して外観は普通の舟艇と変わりない｡外板鎧張の木製

でオール12本(各々長さ約4･37n､嘩りの直径76仇､重さ10乃至15kg)マストセール等の儀装晶

を備え､帆走も可能である｡漕手はCrewと呼ばれ､藤尾より艇首に向って右側の者が1番､同じく左

側の者が2番､以下交互に3､ 4-11､ 12番と続き､ 1､･2番をBowmen,11､ 12番をStrokemen

と称す｡ Strokemenは境滑のピッチを加減する任務をもつ｡藤尾で舵を撞るのが艇長で指揮号令をか

けるのが艇指揮である｡艇指棒は艇のすべての指揮を行ない船長に相当する｡

レース距臨は折返し2,0007花の直線コースで行なう｡各艇の艇首が一直線に並んだとき､号砲の信号

をもってスタートし､スタートラインより1,000mの所に設置された各コース毎の回頭旗を艇をこれに

接触されずに左回り(反時計回り)に回頭して帰ってくる｡即ちスタートラインがそのままゴールライ

ンでゴールは鹿首がゴールラインに達したときとする｡予選は各グループ4とする.各グループの優勝

チーム及び敗者復活レースで1位となった計4チームによって､最後に優勝戦が行なわれる｡レースは

いずれも時間的ずれによる海況の変化等の影響のためにタイムレースでなく着順位である｡

ピッチ( 1分間に漕ぐ回数)は大体30前後であるが､各チームとも研究を重ねているので必ずしち

一定ではなく､それぞれ特色のある漕法によるピッチをもっている｡

レース所要時間は10分余であるが､しかし救命癖という性質上､いかなる荒海でもレースは行なわ

れ､そのような場合には30分にも及ぶことがある｡カッターレースは10分余の間､一瞬たりといえ

ども息をぬくことを許さず､しかもクルー全員の呼吸が完全に一致しなければならない｡レースの見所

はピッチをいくらに定めるか､スタートダッシュ､回頭､ラストスパートの巧拙､風浪､海潮等の対策､

利用の巧拙等たゆまぬ練習､シーマンシップを完全に身につけた者が初めて蒐服できる実技を兼ねた､

最も豪快な海のスポーツである｡
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波浪　　1風連Z風向　　Z-

時刻 偃ﾙm｢�コ-ス 俔ｩkﾂ�艇 �(X��タイム 

08:30 丶ｨ檍��

09:30 冰ﾉ���c�8ﾈ�ｸ5��/ 囘#Rﾉ�T�ｲ�､∫コ 梯�//jp.tク 

2 �)Vhⅸﾛ�脾�く絶 ����t /f3g‖F 

3 帝�vﾆdﾈ*井B�J/ 箸�tり /よdi,a 

k 佻ﾆｶｦﾂ�.クエ �5��llt /.ZJ7i 

10:10 冰ﾉ���c(8ﾈ�ｸ5��′ ��ｦ┿xﾂ�史q �2��lH //i-5'7 

i 帝)Y�X自4逢ﾈｭｲ�.}ヱ �2�llt /JJiク 

しブ 唯�亰�ﾂ�也 箸�lH /oZla/ 

k 萄*�Yxｷe��3/ ��ﾂ�一日 //JTZ77 

10:50 冰ﾉ���c88ﾈ�ｸ5��ノ ����ｹ,��ﾈ*e��A攻 �"�一日 //免2恥 

i ��y~��)�R�_31 箸�IH /～-砂㌔ 

J 唸�ﾈ耳髓�､蛇 ��ﾂ�り //'4:Cj 
lH 

ll:15-12:30そ亀鴫鞠乳.見好夢虫泡乙 

土地 J2′}11 僭8�)Yﾈｨ�8ﾈ�ｸ5��/ �6ﾈ鋹�ｨﾘ)IR�､以 梯�lH //上之3 

すって二.ー■ ��bZ 椎�粐��xﾆB�J/ 箸�lll //､怨ダ 

メ 傴Xﾎ��Xﾊﾂ�Jて �2�tt1 /ldiJ)I 

⊥ヽ �2�▼ 老身大身 芳ｲ�.～ ������h5詛��

/1号.W �=9�ix�ｭｸ+S��2�′ ���｢bb｢｢�i;/ 呈��バ′ctーt I 

i �ｨｬ渥ｸｵB�I J1 ��ﾂ�//.､げtlJ 

L▲_ヽ ��r�乙奮矢筈 畑9��# 牝���b��

求 儘��h*(自5ﾘ菱6r�丘ピ ���tu /Jノアd 

▲JLb.ヽLl �� �� ��llt 

fI～ ui÷.0増 佇飲�8ﾈ�ｸ5��′ �6ﾘﾊ��x･ｨｾ2�上之 梯�/′.′3日∠ 

よ 停ﾂ�茱ﾒﾒ�(媒 尼�llT /JeJ√ 

j 偖��i�R��i/ 抱�2�lH /′oZ87 

a ��h-ﾃxｭｹ.ｨﾊ"�J之 ��r�llf //令だ0 

15:45 兔(檍��
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